
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は令和 42 年に 25,000 人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,629 人     
女性   16,238 人    
合計   30,867 人    
世帯   13,527 世帯

( ＋ 1）
( － 16）
( － 15）

( ＋ 2）

人の動き
 （R 元 .5.31現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   7 月 31日水    口座振替  7 月 25 日木

固 定 資 産 税               　 　　            　       第 2 期
国民健康保険税（普通徴収）　  　  第 1 期 ・全期
介護保険料（普通徴収）　　　　　  第 1 期 ・全期
後期高齢者医療保険料（普通徴収）   第 1 期 ・全期

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

◦ PROFILE
はやせ・けいま　会社員。高校時代から社会人までホッケーに青春
　をささげる。愛犬ココアちゃんの散歩が日課。東古泉出身
はやせ・りさ　会社員。料理が得意でパンやお菓子作りの腕はプロ
　並み。子どもたちの友達にも大好評。今治市出身
はやせ・あおい　バレー部に所属。旅行が好きで、現在までに 22
　都道府県を訪れている。中 2
はやせ・みなみ　お姉ちゃんが大好き。休日に家族でひまわりバス
　に乗るのが楽しみ。小 6

　東古泉に住む早瀬さんファミリー。家族旅行では事前に行程
表などを作り、出発前から気分を高めて楽しむ仲良し家族です。
　啓真さんの仕事や葵妃さんの部活動が忙しく、全員がそろう
時間が減ったという早瀬さんファミリー。そんな家族を温かくつ
なぐのは、愛情たっぷりのおいしいご飯です。葵妃さんが、｢何で
もできてすごい｣と尊敬するほど料理上手な理沙さんは｢1人で
ご飯を食べさせることだけはしたくない｣と、限られた時間の中
で日々その腕をふるっています。啓真さんがそんな理沙さんのこ
とを、｢仕事だけでなく家事も育児もこなすのは大変｣とたたえる
一方、｢全く負担に感じない｣と話す理沙さん。葵妃さんが手伝っ
てくれたり、一緒にお菓子作りをしたりすることで、｢大変だけど
楽しい｣とほほ笑みます。
　進んで家のお手伝いをする葵妃さんは、面倒見の良いお姉さ
ん。両親に怒られてもへっちゃらな美南さんが葵妃さんに怒ら
れると落ち込むなど、仲良し姉妹は強い絆で結ばれています。
　今後は、青森など東北旅行に行きたいと話す早瀬さんファミ
リー。ゆくゆくは家族みんなで 47 都道府県を制覇していきます。
　次回は、理沙さんと葵妃さんのお友達、美佐田ゆりえさん、
愛夢さん＝横田＝ファミリーをご紹介します。

早瀬啓真さん  理沙さん  葵妃さん  美南さん
（東古泉）

家 族 の き ず な

　北伊予小学校 6 年生の 4人は、学年の縦割りで構成するブロッ
クの長として学校を盛り上げています。
　4人のブロック長としての初仕事は、6月の団結式で行った｢大
声対決｣。これは、各チームカラーにちなんだ言葉を決め、ブロッ
クごとにその言葉を発声する音量を競うものです。見事優勝した
青ブロック長の渡部希優さんは、｢協力して優勝できたのでうれし
い。みんなも飛び跳ねて喜んでいました｣と誇らしげに笑います。
一方練習では一番だったという赤ブロック長の濱村樹立さん。今
回の悔しさをばねに、｢ブロックの団結力を強めて運動会では優
勝したい｣と早くも次の目標を語ります。
　対決するときはライバルになる各ブロックですが、実は勝敗より

も大切なものに気が付いている4人。緑ブロック長の川添
悟大さんが、｢緑ブロックでよかったと思ってもらえるように
チームワークを大切にしたい｣と抱負を語り、黄ブロック長の
西田愛菜さんが、｢自分のブロックだけじゃなくほかのブロッ
クとも協力して、仲良く取り組める学校にしたい｣と意気込む
ように、新たに誕生した4人のリーダーは、北伊予小学校の
みんなが笑顔になれるブロック活動を目指していきます。

Kids
頑張る子どもを紹介します
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Ambitious!
「ブロック活動を通してみんなを笑顔にしたい」
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このコーナーは、広報担当者で
はなく町民の皆さんがカメラを
持って、松前町の魅力を取材し
ます。取材してくれる人を募集
中です。詳しくは、総務課広報
情報係 （☎ 985―4132） に連絡を。

　ギノーみそは、昭和28 年創業。町の偉人、義農作兵衛の
精神を受け継ぐ、麦味噌の老舗メーカーです。10 年前、点在し
ていた工場を集約し、生産能力を1.5 倍に。「えひめの麦みそ
文化の伝承発展」を基本理念に、松前町から全国へ、食文化
を発信しています。
　和食に欠かせないみそですが、麦みそはみそ業界全体の
わずか 4％の生産量しかありません。中でも伊予のみそは、

「麦こうじ」の割合が極めて高く、独特の甘さが特徴的でやさ
しい味とも形容されます。この味を知っていただくために、日
本各地で試食ふるまい活動を行っており、昨年は全国100カ
所で10万食を食べていただき、人気を博しました。最近は手
軽に調理できる本格的な即席のおみそ汁や液みそを開発す
るなど、えひめの麦みそを伝えていく活動をしています。
　また、作兵衛翁に日々の感謝を伝える意味を込めて、年に１
度、翁を祀る義農神社の清掃活動をしています。今年も5月
12日、社員ほか 60人が参加して清掃を行いました。
　これからも松前町とともに発展し、お客さまに喜んでいた
だける、美味しいおみそを作り続けてまいります。

Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

今回は私が、義農精神を受け継ぐギノーみそ
について紹介します。

企業自慢編

ギノーみそ　代表取締役社長　

田中正志 さん
Masashi Tanaka

ふるさとの味を
広めるふるまい
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義農公園の
清掃活動
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